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自己再生による神経機能の回復
1. 遺伝子治療による視神経の再生
2. 遺伝子発現をOptogeneticsで制御
3. 透明化組織による細胞の立体画像構築
4. 発症を制御できる疾患モデルマウスの作製
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光と遺伝子治療で失明を治す！

・千葉大学大学院 医学研究科

神経軸索の伸長

ー研究の目標ー

軸索再生

網膜組織培養

マウスの脳を透明に !!!

細胞・軸索の立体画像構築
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